
 

 

先月に続き、奈良奈良奈良奈良に行ってきました！ 

今回のメイン(自分の中では)は、なら燈火会なら燈火会なら燈火会なら燈火会。8/4 から 8/14 までのたった 10 日間

だけ、古都奈良をろうそくのほのかな灯りが照らし出します。 

今年で 10 回目をむかえるそう…。めちゃめちゃ楽しみです♪ 

 

徳島駅から高速バスに乗って、約 4 時間の奈良への旅です。 

乗車を重ねるごとに、結構奈良って近いのかなぁって思ってきちゃいました。 

到着後、すぐにホテルへ。今回はなんと 1 泊 2 日なんですよねっ♡ 

ＪＲ奈良駅で下車、ホテルに荷物を預け、いざ出陣！？ 

お昼は奈良町の老舗豆腐店、豆腐庵こんどうへ。昼夜ともに予約が必要な人気店。予約

をしたのは豆腐堪能コース。豆腐のコースなんて食べたことないけど、国産大豆を使っ

た多彩な豆腐づくしの料理に期待がふくらみます。 

 お店までは、市内循環バス、通称バンビーナで！ピンクのレトロ調の車体がとっても

かわいく、奈良の町にとってもいいカンジです。 

 田中町バス停で下車。奈良町奈良町奈良町奈良町にむかいました。 

奈良町はあくまで通称で、地図にない町だとか。なんだかちょっと不思議で有名な町で

す。細い路地を歩きながら、お目当ての豆腐庵こんどうへ到着。お腹のピークも最高潮

ですっ。 

お店は古い商家を改装した落ち着いた雰囲気の佇まい。なんだかタイムスリップしたか

のような、昔懐かしい緩やかさを感じました。 

席に通され、いよいよ食事です。お店の方から、食べ方を伺いながら食事のスタート。 

おぼろ豆腐、なま湯葉のさしみ、豆乳湯豆腐へと進んでいきます。どれも普段食べる豆

腐とは違い、大豆の味が濃く、またやさしい甘みがありました。なま湯葉のさしみや生

麩の田楽、これも食べるのは初めて…。豆腐って、あんまり普段食べないけど、美味し

さを再確認するお店でした。 

 満腹になって、豆腐庵こんどうを出発！奈良町の散策です。 

ならまち散策マップを片手に、お目当てのお店やカフェを探しました。細い路地をぶら

ぶらと歩きながら、古いものと新しいものが調和のとれた形で、うまく同居しているん

だなって思いました。100 年以上も前に建てられた町家が立ち並ぶさまは、まるで別世

界。‘身代わり猿’がどの家の軒先にも吊下げられ、古いものを現在も大切に守り抜いて

いるんだと改めて感じました。 

 3 時間ほど奈良町をぶらぶら散策して、またＪＲ奈良駅へ。 

夕方からは、定期観光バスに乗車して、楽しみにしていた‘なら燈火会’‘なら燈火会’‘なら燈火会’‘なら燈火会’と‘ライト‘ライト‘ライト‘ライト

アッププアッププアッププアッププロムナード奈良’ロムナード奈良’ロムナード奈良’ロムナード奈良’へ出発！ 



 

 

最初は地元奈良でも有名な老舗旅館、菊水楼菊水楼菊水楼菊水楼で食事です。 

こちらでは食事の前に有形文化財に指定されている本館の 3 階で、乙女文楽と舞妓さん

の芸を鑑賞。珍しい趣向に感激しました。 

芸能を堪能した後は、いよいよ食事です。 

一緒にツアーに参加していたお客様が地元関西では‘一度は菊水楼で食事をしてみたい’

というあこがれの旅館だとか…。これはますます期待が膨らみます。 

お料理は懐石料理で、見た目も味も上品でした。 

食事を済ませ、外に出でみると夜のとばりが下りはじめていました。 

夕闇せまる一番空が美しいと感じる時間です。本館をライトアップし、足元にはろうそ

くのほのかな灯りが。なんとも幻想的な空気が漂っていました。 

菊水楼を後にし、いよいよ‘なら燈火会’会場へ。 

東大寺の駐車場にバスを止め、そこから南大門をくぐり、大仏殿大仏殿大仏殿大仏殿へと進みます。 

大仏殿もライトアップされ、鏡池の水面に映る姿と空の色がなんとも美しい光景をかも

しだしていました。日常の喧騒を忘れさせてくれるような、夢のような空間でした。 

大仏殿を後にして、いよいよ燈火会の会場へ。 

奈良では燈火会初日は大雨のため中止になり、2 日目は雨が降ったり止んだりの微妙なお

天気だったとか…。3 日目、今日は大丈夫だろうと奈良町のカフェの方が言っていました。 

ちょうど 10 周年記念、しかも天候にも恵まれ、なんて運がいい！？ 

ひとりで‘日頃の行いがいいから’なんて思っちゃいました。 

会場はいくつかありますが、わたしたちが行ったのは、 

春日野園地春日野園地春日野園地春日野園地と浮雲園地会場浮雲園地会場浮雲園地会場浮雲園地会場です。 

二つの会場は隣接していますが、全く異なった趣でした。 

春日野園地では、‘手塚治虫生誕‘手塚治虫生誕‘手塚治虫生誕‘手塚治虫生誕 80808080 周年’周年’周年’周年’と‘なら燈火会‘なら燈火会‘なら燈火会‘なら燈火会 10101010 周年’周年’周年’周年’を記念したコラボ、 

‘火の鳥’‘火の鳥’‘火の鳥’‘火の鳥’ が。 

浮雲園地では、広いなだらかな芝生の上に燈火を一面に並べてありました。ろうそくの

灯りは、地上に星空を写したかのようです。 

燈火会は 2 万個に近いろうそくの灯りで彩るそうです。 

春日野園地では、個人でも燈火会に参加することができます。‘一客一燈’協力金を 500

円払うと自分の燈火を灯すことができます。また協力金は燈火会で灯されるろうそくの

資金等にあてられるそうです。もちろん、わたしも自分の願いを込めて、花の形をした

ろうそくに灯りを灯しました。 

わたしの祈りの灯りの花は、また誰かの祈りの花になるかも知れません。そう思うと、

とても幸せな気分になりました。 

来年もまた、祈りの花を咲かせに、そして燈火会に訪れる人々が咲かせる祈りの花祈りの花祈りの花祈りの花を

見に行きたいと思いました。 

 



  

  

2 日目は斑鳩の里と西の京斑鳩の里と西の京斑鳩の里と西の京斑鳩の里と西の京へ行ってきました。 

日本で最初の世界遺産に登録された法隆寺。世界最古の木造建築とか聖徳太子ゆかりの

お寺とかでかなり有名ですが、訪れるのはなんと初めてなんです。 

 写真でしか見たことのない、さまざまな建物が目の前にあります。飛鳥時代の姿をか

えることなく、現在にまで至っていることは奇跡に近いような気がします。 

また、1300 年以上も前の木造建築が、それぞれの時代に修復され現在まで大切に守りぬ

かれていることにも、深く感動しました。 

 広い境内を歩きながら、古代の人々へと思いを馳せました。 

 

次は法隆寺から徒歩で中宮寺へ。弥勒菩薩で有名なお寺です。一度は見てみたい仏像だ

ったので、感激しました。やさしい微笑みがなんとも、穏やかな気持ちにさせてくれま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

≪≪≪≪中宮寺から江戸時代に開山された慈光院へ。中宮寺から江戸時代に開山された慈光院へ。中宮寺から江戸時代に開山された慈光院へ。中宮寺から江戸時代に開山された慈光院へ。≫≫≫≫    

臨済宗のお寺で、荘厳なつくりではなく境内全体が落ち着いた雰囲気です。こちらで、

説法を聞きながらお抹茶とお菓子をいただきました。 

お寺というより、お茶席のような風情になるように考えられているとか。 

わびさびとは、こんな風なものなのかと思いました。 

  

≪≪≪≪慈光院から西の京へ。慈光院から西の京へ。慈光院から西の京へ。慈光院から西の京へ。≫≫≫≫    

西の京とは平城京から西に位置することから、そう呼ばれているそうです。 

西の京の二大寺、薬師寺と唐招提寺へとむかいました。 

薬師寺は昭和にお写経勧進によって復興を発願され、現在の伽藍が甦ったそうです。 

朱と緑が美しい、また長い年月の風雨に耐えてきた古いお寺とは違った印象がありまし

た。左右に並ぶ三重塔、東塔と西塔は圧巻です。また金堂も竜宮造といわれる壮麗な建

物で、創建当時の栄華を現在に忍ばせます。 

 



                                         

    

≪薬師寺から唐招提寺へ。≫≪薬師寺から唐招提寺へ。≫≪薬師寺から唐招提寺へ。≫≪薬師寺から唐招提寺へ。≫    

唐招提寺は唐の高僧、鑑真和上が建立したお寺として有名です。 

金堂は現在、解体修理中でしたがほぼ工事が終わっているのか、外観を見ることができ

ました。 

蓮の花も美しく、緑豊かな境内は夏の空によく映えていました。 

唐招提寺にも校倉建築があることを初めて知りました。しかも二つも。 

正倉院宝庫よりもさらに古く、現存する最古の校倉建築だそうです。 

 

最後に平城宮跡の朱雀門を訪れました。平成 10 年に復元された、平城京の正門です。 

入母屋造りの二重門で、朱と白壁が美しい壮大な造りです。門だけでもこの大きさだか

ら、かつての都の大きさ、壮麗さをうかがわせます。 

 二日目にいろいろなお寺を回り、感じたことは、古いものを大切に守り、そして後世

へと受け継いでいかなければいけないと思いました。 

奈良では道路の拡張や建物の建設にも、すべて発掘調査を行わなければならないそうで

す。それだけ、古都を大切に守ろうとする人々の想いがあるのだと思いました。 

そんな想いを感じながら、また奈良を訪れたいと思いました。 

まだまだ、奈良にはすばらしいものがたくさん…。 

ますます奈良への思いも強くなりました。 

あなたも、奈良へ行ってみませんか？古代の息吹を感じてみませんか？ 

きっと違う世界が広がっていますよ。 

 

 

 


